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きました。そうしたら古本屋のおやじが「高木さん，どうして分かるんだ」との返
事。「40年近く離縁状の研究をやっているが，手間状はいまの４県しか出ていない」
と言ったら，山梨県だという。
　それですぐ書きかけの本『泣いて笑って三くだり半』（教育出版）に写真を入れて
出版。山梨日日新聞に付箋をつけて送ったわけです。一番古いというと新聞社が飛
びつきます。福島県の宝永のものでも新聞記事に，その次が今市市，ですからこれ
が３回目の新聞記事と目論見ました。１週間もしないうちに山日（山梨日日のこと）
が取材に来て，また日本一古い離縁状と山日が取り上げてくれました。日本一古い
のが山梨から出たわけですから。すぐあとで共同通信が取材に来て，日経も産経も
取り上げましたけど，山日はすごかったです。第１面にカラーで４段，社会面に９
段抜きの記事でした。
　そんな PR に励んだわけです。私が館長（非常勤）の縁切寺満徳寺資料館は最寄
り駅から徒歩45分かかり，バスなしタクシーなしというところです。１年間に１万
人の入館者を入れるためには，何しろマスコミにとりあげてもらうこと，PR の必
要性を実感しているからです。したがって専修大学でもとの思いから，いま図書館
で「明治の三くだり半展」をやっています。すこし前には「江戸・明治のはんこ展」，
講義の一環で企画したわけです。これらはいずれも毎日と東京新聞に小さいですが，
記事が出ました（出しました）。専修大学でこんなことやっている，小さな囲み記事
でも取りあえず「専修大学」の文字を記事にして出したいわけです。こういう意識
はあまり専修大学の先生方はありませんが，これからは必要になると思います。
　ところで，この離縁状の解釈ですが，「このたびわれら女房了見にて暇出し，九
郎兵衛方へ相渡し申しそうろう」と冒頭にある，夫と女房と九郎兵衛の関係が問題
です。２つの解釈が出来ます。九郎兵衛が女房の実家の人間で実家に帰したという
考え方が１つ。もう１つは九郎兵衛が女房の浮気相手で，浮気相手に女房を譲った
という解釈。新聞は後者しか書きません。高木教授は女房を浮気相手の九郎兵衛に
譲ったと解釈しているというわけです。その後，これの関連文書が２通また出まし
た。ご覧の通り，B５の大きさのこんな汚いやつが２枚。今度の古本屋の値は２枚
で８万円です。私に売りたいから「先生，日経に出ましたね。一番古いものでした
ね」と電話をかけてきた。しょうがない，買いました。杢右衛門が夫で，つぎの次
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郎は夫婦の間の子とわかった。ほかにも女房が実は九郎兵衛の妾になったこともわ
かった。子どもが差出人になっている離縁状はこれだけです。今のところ離縁状の
本物としてはこれが一番古い（その後３年前に，福井から貞享３年，これより10年古い離縁
状が出てきましたけど，それは写し（控え）で，本物ではない）。
　一般的に離縁状の名称は，離縁状，離別状，去り状です。これは全国的に使いま
す。それから休暇の暇の暇（いとま）状は関西，隙間の隙（ひま）状も関西地方です。
ただし東北から暇状が出てきます。江戸からは全然出てこない。つまり瀬戸内海・
日本海経由で関西文化が直接東北に入っている。したがって宮城，福島，山形で，
暇状が10通余出てきています。関西文化が直接東北に入っているので，東北地方で
講演をするときには必ず１項目，「東北文化の先進性」を入れます。もっとも青森
の山内丸山遺跡にみられますように，縄文時代にすでに新潟県糸魚川産の「めのう」
が直接青森まで船で運ばれていますから，江戸時代に関西文化が日本海経由で東北
に入っても当然だということになります。
　５　最初に入手した離縁状──25万分の６
　もう40年ぐらい前に群馬県史の調査であちこち出かけたときに先輩に連れられて
渋川市郊外の古物屋に寄りました。私が三くだり半の研究をしていると言ったらこ
の離縁状を出してきた。値は１万円だという。当時（40年前）の１万円はベラボー
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に高過ぎます。見た通り宛名の所が切れています（これも回覧します）。写真と解読
文は前頁の通りです。
　これは名宛の部分が切られていて，墨が残っています（→印の個所）。郷原村の何
左衛門と言うと，田舎ではあそこの家だと分かるのです。だからこの文書が売りに
出されるとき家の主人が切ったものと考えます。そこで，ここが切れていなければ
１万円で買ってもいいけど，切れて半端だから2,000円にしろと言った。私の先輩
が「まくり」を小１時間選んだ後，「高木君，どうするんだ？」「3,000円ならもら
っていくかな」と言ったら，古物屋のおやじが3,000円でいいと。その先輩が「お
まえ，大学の教員にしておくのは惜しい。１万円の言い値を3,000円に値切って買
ってくるなんぞ，すごいもんだ」と言われたもので，思い出多い最初の離縁状購入
事情です。ところが，これを統計的に整理したときに実に面白く，かつ貴重な離縁
状だと分かった。三くだり半は三行半に書かなければと，４行目を半分から書いて
います。上から書くとどこまで行くか分からないから，真ん中から書いて３行半に
したのです。こういうのは私が1,000通集めて８通しかない。もう１つは離婚理由
が妻「たみ」の「重々我侭」で，「わがまま」という理由の離縁状は1,000通集めて
３通しかない。しかもこれは重ね重ねのわがままです。つまるところ，1,000分の
３掛ける1,000分の８ぐらい珍しい離縁状。つまりは25万分の６の確率の離縁状だ
ったのです（1000通で統計的処理はしましたが，その後収集は増えましたが，あらたに計数的
処理はしていない）。
　実を言うとここを切ったということも資料的には面白い。昭和50年代の中年の男
は離縁状を恥ずかしいものだと思ったということです。今の男性は駄目な結婚は離
婚で解決しようというのが50％を超えています。当時（昭和50年代）は日本人の男性
の意識として20％に及んでいない。だから中年男性の意識が分かるということでも
面白い。
　６　満徳寺離縁状とその模倣
　「きく」満徳寺離縁状とその模倣離縁状です。満徳寺の離縁状，縁切寺に駆け込
んだ女の離縁状の本物は２通しかない。２通のうちの１通がこれです。満徳寺では
特別な離縁状書式を使います。
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　読み下し文にするとこうなります。「深厚の宿縁浅薄の事，私にあらず。後日他
へ嫁すといえども，一言違乱これなく，よってくだんのごとし」と。「深厚宿縁浅
薄之事」という特殊な仏教用語で，深く厚かるべき前世の宿縁がたまたま薄かった
ので離婚になりましたが，これは私の恨みとか利害によるものじゃないということ
が書いてあるわけです。これは満徳寺に駆け込んだ女が必ずもらう離縁状です。「き
く」は前に庄蔵という亭主がいまして，関連文書に19年仲良く暮らしたと書いてあ
る。19年目に村内の男・国治郎と浮気をします。それでどうしたかというと夫婦仲
が悪くなって，亭主を振って浮気相手と再婚します。１年たって，よく考えてみた
ら矢張り今の亭主より長年連れ添った前の亭主のほうがよかった。ついては今の亭
主と別れて前の亭主と復縁したいと縁切寺に駆け込んできたのです。昔から女はそ
ういう性質（たち）だと考えられます。だから泣く泣く駆け込んできた女性もいた
かもしれないけど，実はこのような勝手きままな女性がかなりいたと，私は考えて
います。
　最初に申し上げましたように『満徳寺史料集』を私は36歳のときに出したのです
が，そのとき群馬県内に歴史に造詣が深く，史料収集をよくしている先輩（先の古
物屋に案内してくれた方）がおりまして本を１冊謹呈しましたら「高木，何かお祝い
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をやる。何が欲しい？」と。そこで躊
躇なく「先生のお持ちの満徳寺離縁状
の模倣離縁状が欲しい」と言ったら，
先輩は気前よく「やる。もっていけ」
と，もらったのがこれ（写真だけ掲げま
す）。これは満徳寺に駆け込んだ女で
はないのですが，満徳寺のものが離縁
状として相応しいと考えられ，模倣さ
れたのです。深厚の宿縁が薄いという
ことは「縁が薄かったということ」で
離婚文言としては非有責的で，好まれ
たのです。上毛佐位郡伊与久村から倉
賀野駅に離縁状を発行していまして，
これは私が出版の「お祝いにもらった離縁状」です。
　７　武士の離縁状
　武士の離縁状を今のところ４通見つけています。１通は米澤藩の上級武士，１通
は幕府の御家人，ほかに白石藩と一関藩の下級武士のものです。武士の離縁状の場
合にはほとんど受け取りを書いていて，上の４通のうち３通は離縁状の返り一札
（受け取り）を授受しています。武士の間では離縁状と返り一札が同時に授受された
わけです。私の所蔵する武士の離縁状は，三くだり半というよりは判決書のようで
す。写真と解読文を掲げます（次頁）。
　服部貫一郎は文久３年（1863）３月，養父の家督現米80石を相続し，御先手与力，
後に御鉄砲玉薬奉行手附，維新後駿河国（静岡県）に転居を余儀なくされ，明治３
年には６人扶持でした。江戸からの移転の過程で，妻なかに「種々心得違」があっ
たといいます。親類方に滞在の妻を呼び戻し，「存分ニ成敗」すると関係文書にあ
りますので，不義をはたらいたものと思われますが，つまるところ，離婚で決着し
ました。これには妻「なか」からの離婚承諾書（返り一札）もあります。
　読み下し文にすると「そのほうに種々存じ寄りに相かなわざる次第これあり，
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末々見届け難きそうろうにつき，このたび離別致し，勘当申し付けそうろう，つい
ては諸親類・縁者かつ懇意の向きへ一切立ち寄り申すまじくそうろう，この段申し
渡しそうろう」となりますから，離縁状なのだか刑罰の申し渡しなのか，分からな
いような内容です。実はおなかは浮気した様子です。それで夫貫一郎は成敗すると
言うのに対して，親類が中に入って離婚で勘弁してくれということで決着する。東
京から静岡に移住した後，亭主はインフラ整備で，夜っぴいて道路工事や下水道（ど
ぶ）作りに出ているときに，女房は夜の宴席にアルバイトに行っていたらしい。母
親がそれを止めるべきなのにむしろ勧めるようなことをしてと，その女房の母親に
も怒っている。貫一郎さんは婿さんです。家付き娘だから離婚だけでは家にいるわ
けです。離婚婦に勘当を申し付けて，家から放擲する必要がある。ここでも「おな
か」は受け取りを書かされています。夫は離縁状を渡すとともに，返り一札（受け
取り）の内容までしたためて，この通り書いてよこせと渡したことが，２つの文書
が同じ手癖からわかります。
　中田薫博士の『法制史論集』（岩波書店）の中に，武士の離縁状について，幕府へ
の問い合わせと回答が載っています。もし私がその「問合と回答」を虚心坦懐に読
んで分析を深くすれば『三くだり半』を書くときに「武士にも離縁状があったはず
だ」と断言できたものをと，自分の能力のなさを残念に思います。だから勉強ばか
りするのは別の意味でよくないのかもしれません。石井先生は武士に離縁状はなか
ったといわれていた。そこで皆なかったという説に賛同。１人だけ鎌田先生の師
　　　　　　　　
お
 な
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其方義、種々存寄ニ不相叶次第有之、末々難見届候ニ付、此度離別致し勘当申付候、就ては諸親類縁者且懇意之向え一切立寄申間敷候 此段申渡候　
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匠・高柳真三先生だけが慣習的に武士に離縁状があったと書いている。とはいえ，
高柳先生は武士の離縁状は見ていないはずなのに，どうしてそんなことが言えたの
か，いまだに不思議です。高柳先生は法制史だけでなく一般史とか経済史とか，い
ろいろな周辺の学問を絶えず吸収していた人らしいので，そういうバックグラウン
ドがそういう発想を生んだのかと思っているわけです。私は武士の離縁状の本物が
出てきて初めて武士の離縁状に言及できた。ただし大石内蔵助の離縁状を取り上げ
て，主君がいなくなったときには差しだす相手がいないから武士も離縁状を書いた
ことがあるとは書いてある。これでは半分正解なだけで，「問合と回答」を読んだ
ときに『三くだり半』に武士が慣習的に離縁状を授受していたことがあったと言え
れば，素晴らしい卓越した研究者の１人になれたわけですが，やっぱりどこか足り
ませんでした。ところで，どうしてそれに気がついたかというと，国立公文書館に
氏家幹人という極めて優れた研究者がいます。彼の『小石川御家人物語』という著
書の中で，御家人が離縁状を出したり受け取ったりしていると書いてある。電話し
て聞きました。「離縁状，離別状をやったり取ったりしているけど，本当か」と聞
いたら，書いた本人が「知らん」という。「ただ，書いてあるのなら，原本の『官
府御沙汰略記』に書いてあったに違いない」という。そこで原本を見，大学院同期
の広瀬が亡くなったときの追悼論文として「武士の離縁状」を書きました。
　８　庶民離婚における夫婦財産
　「江戸時代庶民離婚における夫婦財産」，これは石井良助先生の創価大学における
退職記念号に載せていただいた論文で，簡単に言いますと，現在，離婚慰謝料は有
責配偶者が支払いますが，江戸時代は別れたい方が支払ったという論文です。夫が
浮気した女房に持参財産を全部返した上に慰謝料をつけて別れてもらうという事例
もある。だから法科大学院で一番受ける話題がこれ。「君たち，通説・判例など，
いろいろなことを勉強しているが，歴史をさかのぼれば，想像できない事実がある。
今，正しいとされていることが，実は間違いだったとされていることもある」と，
説くわけです。どちらが銭を出しているかというと，文書から見る限りでは，女の
ほうが差し出す例が多い。とりわけ婿を離縁するときにはかなりの割合いで慰謝料
を払って別れている。ほかに好きな女ができた。別れたいから，家屋敷ほか銭も出
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すからごめん。日本人でこれをやったのは鞍馬天狗の嵐寛寿郎です。それから演出
家の丸尾長顕も。家・屋敷と貯金通帳を置いて「ごめんなさい」と出ていく。格好
いいですよね。だから資料館に来た女性たちにも必ず「別れたかったらへそくりの
半分ぐらい亭主にやって別れて下さい」と言っています。ところが女のほうが賢い
から亭主の悪いところをみんなメモしておいて，慰謝料を取る方ですね。この論文
は一定の評価を得たものか，吉川弘文館の『家族史論集』に再録されました。
　私は江戸の離婚研究，これだけを45年間やってきました。これだけしかやれない
からこれだけをやってきたわけです。本学に来て10年，いろいろな先生・職員の
方々に支えられて専修大学での教育・研究生活を終えようとしています。深謝申し
上げます。
【講演を原稿化したものはずいぶんと長くなりましたので，三くだり半の話を一部割愛させてい
ただきました。】
